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令和3年度 東永谷地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　担当地域は、大久保最戸地区、永谷地区（東永谷1～3丁目）、永野地区（上永谷1～3丁目）になります。いずれも起伏の多
い地域で、移動や買い物の支援が必要な高齢者等が多くなってきています。また高台周辺は昭和30年代後半から開発された
戸建住宅の新興住宅地で、高齢者夫婦のみの世帯や単身世帯が増加しており、今後は空き家問題の増加も予想されます。
　地区内に学校が点在しており、地域と学校が連携した行事や取組が進んでいます。子どもの安全、孤食、学習支援などの課
題に対して、地域による見守り・支援の仕組みが必要となってきています。
　全地区に福祉ネットワーク（地域住民による助け合い活動）がありますが、担い手の高齢化による新たな人材確保や自治会
町内会単位での助け合い活動が立ち上がった所もあります。
　一方でコロナ禍により未だ多くの地域活動がストップしており、再開に向けた支援が必要とされています。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

高齢者サロン「ひなたぼっこ」等の自主事業、また地域の体操教室、配食サービス「てまり」との定例会等様々な機会
を捉えて支援が必要な方の情報を収集、必要に応じて包括へとつなぐ

今年度は4期計画スタートの年度にあたるため、地域支援チーム内で地域情報と支援方針・目標を共有し、地域関係
者の方々とともに課題や方向性の共有を行う。

居場所・集いの場活動を行っている団体の交流会を行い、新型コロナウイルス感染拡大防止をしながらの「新しい生
活様式」に準じた活動の実施に向けた意見交換・検討を行う。

ひまわりホルダーやエンディングノート、見守り協力事業所等港南区独自のものについて、チラシ・広報紙・掲示板など
を活用し、広く地域住民に周知する。

それぞれの部門会議や５職種会議（毎月定例実施）に他部門の職員が参加する機会をそれぞれ１回以上つくり、個別
課題・地域課題についての検討を行う。

・昨年度に引き続き、コロナ禍においての事業展開が非常に難しい状況だった。その様な中でも感染状況を見ながら積極的に「ひなたぼっ
こ」など毎月の高齢者サロンを行ったり、感染が落ち着いてきた後半には1年半休止していた配食サービス「てまり」の再開を支援するなど前
向きな取り組みが増えてきていると感じている。
・福祉保健計画第4期のスタートの年でもあったが、やはり集まりの場が中止となるなど、取組がなかなか進まない状況があった。ただ地域に
よっては支援チーム会議を開催し、情報共有や意見交換などを行えていた。
・ケアプラザとしては他部門での会議を積極的に開催するなど、連携協力を行える体制づくりを行うことができた。
・広報紙を全面リニューアルし、興味を持ち手にとってもらいやすい紙面としたことで、多くの地域の方から好評を得ることができた。今後も情
報発信力の強化に取り組んでいきたい。



　緊急対応が必要となる相談も増えていますが、厳しい職員体制の中、区やケアマネと連携し迅速に訪問するなど、個別支援
にフットワーク良く対応できています。福祉サービスに繋がっていない方や、気になる方を漏らさないよう、意識した事業の組み
立てをしていただきました。認知症の啓発については他機関と協力、連携しながら工夫して取り組んでいます。新しい取り組み
を実施することは難しかったと思いますがインフォーマルサービスを整理した紙媒体を作成し、関係機関等に周知していただき
ました。コロナの中でも様々な地域での活動が継続できるよう支援していただいていますので、引き続き取り組んでください。

　令和３年度もコロナ感染防止のため、諸室の貸出しや相談業務、各種事業の実施など年度を通じて流動的な対応が求めら
れました。そうした中でも、地区別計画の推進を通じた地域づくりに向けて、区役所や区社会福祉協議会とも連携しながら、各
種の取組にご尽力頂きました。引き続き、地域の皆様の期待に応えられるよう、適切・健全な施設運営をお願いいたします。

□ 区からのコメント
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